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第 1節 「再生」とは何か 
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しながら、第 2章でみたとおり、ナポレオンの治世下においてアルザスでは 1808 年から｢恥
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第 3節 「職業奨励協会」による職業教育 
 
前節で述べたようなユダヤ人の再生に関する議論がバ･ラン県を中心に高まった 1825 年、
「バ・ラン県貧民ユダヤ人のための職業奨励協会Société d’encouragement au travail en faveur 
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較すると時期は相当遅く、「オ・ラン県ユダヤ人慈善協会Société philanthropique israélite du 
Haut-Rhin」がコルマールに創設されたのが 1835 年、その協会によってミュルーズに「ミ
ュルーズユダヤ人技芸学校Ecole israélite des arts et métiers à Mulhouse」が創設されたのは
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やはり私的な機関として「パリのユダヤ人徒弟・労働者保護協会Société de patronage des 
apprentis et ouvriers israélites de Paris」が創設された。より成功した機関として、1843 年に
女子のために創設された「ユダヤ人少女就職協会Société pour l’établissement de jeunes filles 
israélites」があるが、これも私的な組織であった50。 
ロレーヌ地方のメスでもやはり、1823 年に「メス・ユダヤ人技芸奨励協会Société 
d’encouragement pour les arts et métiers parmi les israélites de Metz」が創設された。この協会
も資金難に悩まされた挙句に 1836 年にいったん解散したが、何人かのユダヤ知識人によっ
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「徒弟就職斡旋協会Société pour le placement des jeunes apprentis」のように、徒弟に道具一
式を支給するなどの保護、あるいは徒弟修業の監督、夜間授業の実施、といった徒弟制度
そのものの援助･奨励を行った例が見られた54。あるいは、18 世紀から存在した製図学校
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業学校にユダヤ人が出資していた事例は各地でよく見られた。WEISSBACH, « Jewish Elite 
and Children of the Poor », p.138. 
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